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－１－ 

 

１． 予 算 の 大 要 

 

（1） 総   括 

高速鉄道事業は，本市における基幹交通機関として，自動車運送事業とともに市民生活や多様な

都市活動を支えております。 

本年度においては，南北線新型車両の 1 編成目の営業運転を開始するほか，施設設備の計画的な

維持更新の取組みとして，特別高圧受電設備や電力管理システム等の経年劣化した南北線設備の更

新を行ってまいります。また，バリアフリー化及び利便性向上の取組みとして，南北線ホームと車

両の隙間縮小事業を継続して進めるほか，駅構内にある券売機及び精算機について，新紙幣に対応

する機種への更新を進めてまいります。さらに，ずい道照明ＬＥＤ化のほか，荒井駅及び荒井車両

基地に太陽光発電設備を新設するなど，脱炭素化推進にも取り組んでまいります。 

近年の経営環境の変化を踏まえ，交通事業経営計画の見直し等の検討を進めるとともに，新たな

増客増収の取組みとして，本年度は小児運賃低廉化の実証実験を実施するなど，引き続き収支改善

に向けた各種取組みを推進することにより，経営基盤の強化を図ってまいります。 

今後とも，安全・安心を最優先とした事業運営に努め，市民の皆様にとって身近な公共交通機関

としての役割を果たしてまいります。 

 

 

（2） 事 業 計 画 

車両数は，148 両（1編成 4両）とし，年間走行キロメートルは 11,461 千㎞で，年間総輸送人員

93,461 千人を見込みました。 

区          分 単位 令和6年度 令和5年度 比 率

(予定) (見込) (％)

車 両 数 両 148 144 4 102.8

年間走行キロメートル 千㎞ 11,461 11,778 △ 317 97.3

年 間 総 輸 送 人 員 千人 93,461 88,101 5,360 106.1

一 日 平 均 輸 送 人 員 千人 256 241 15 106.2

職員数(管理者を除く) 人 448 438 10 102.3

（△減)

増 減

 

 

 

 

 














